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要   約 

本実践では，コロナ禍における「体ほぐしの運動」の実践事例を提示するとともに，そこでの児童の学びについ

て検討することを目的とした。本実践の運動教材は非言語によるかかわりを中心とした展開によって，距離が離れ

ていても安心感が保持されながら仲間との探求に期待ができると考える。また，保健との関連の「サーモカメラを

活用した体温のみえる化」の活動では運動と体温の関係について視覚的な情報から考える契機となったと考える。

さらに，手洗いとは感染予防のためだけではなく，運動との関連から皮膚感覚による涼感を得ることも重要な視点

になるといえる。しかし，本授業が児童の不安や悩みへの対処に資するかまでは検討することができなかった。 
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１ はじめに 
世界的な規模で広がる新型コロナウィルス感染症

（COVID-19）。2020年6月に我が国の緊急事態宣言
が解除され，愛知県下で学校再開となった。この時，
学校現場では感染症に加え熱中症の対策も強く求めら
れることになった。この状況下での実践事例に着目す
る意図は，新型コロナウィルス感染症等の未曽有の難
局を乗り越える機転を体育科の授業を「実践するこ
と」から見出したいと考えたからである。 
この「実践すること」については，「子どもたちの

ウェル・ビーイングにおいて，運動・スポーツはかけ
がえのないものである」として，「『実践すること』
で子どもの学びを社会と価値を共有する形で改めて見
つめ直すことができれば，今回のコロナ状況が『次の
一歩』へとつなが」り，「コンピテンシーベースでの
探究的な体育の『学び』は，『実践すること』から始
まり，『さらに』『どうしたら』へと進む『応用から
基礎へ』と『学び』を円環させる，新しいタイプの考
え方」とする考えがある1)。「ウェル・ビーイングに
おいて，運動・スポーツはかけがえのないもの」とい
う考え方は，コロナ禍において一層際立ち，子どもの

学びを社会と価値を共有する形で改めて見つめ直す体
育の授業づくりが求められているといえる。 
では，コロナ禍における体育科・保健体育科の実践

はどのように展開されているのであろうか。例えば，
コロナ禍における体育の授業づくりは，「運動領域内
でバイオメカニクス研究の成果に学ぶ実践」２），
「短縄跳びが約2m程度の距離の確保がある運動であ
ることから従来の運動教材で展開する実践」３）など
がある。また，「身体接触」に着目した組相撲の教材
からコロナ禍での体育の基盤について言及する実践も
ある４）。さらに，制御可能な「客体としての身体」
と，コントロールを超えて動き出す「主体としての身
体」のうち，後者に光を当てた体育授業の提案とし
て，「からだからの気づき」「からだへの気づき」と
いった自分のからだにかかっている覆いをはずし，か
らだに目覚めていくことに言及する実践がある５）。
これらの授業づくりはいずれも，コロナ禍に際して，
体育における各運動領域に固有の特徴に着目したもの
といえる。 
一方，コロナ禍の保健の授業づくりには，人類史の

視点から新型コロナウィルス感染症（COVID-19）と他
の感染症の共通点と相違点を明確にした感染症の特徴
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を理解することを提案したものがある６）。しかし，
具体的な実践にまでは至っていない。このようにコロ
ナ禍における保健と体育の授業づくりは，保健は保
健，体育は体育と別々の実践事例となっているのが現
状である。 
これまでの体育科の内容は，小学校学習指導要領解

説体育編(平成10年)において「心と体を一体として
とらえ」ることが教科の目標として掲げられ，「体ほ
ぐしの運動」が位置づけられて以来，保健と体育の関
連が図られてきた７）。小学校学習指導要領解説体育
編(平成20年)の小学校低学年の内容の取扱いでは，
「各領域の各内容については，運動と健康がかかわっ
ていることについての具体的な考えがもてるように指
導すること」とされた８）。そして，小学校学習指導
要領解説体育編（平成29年）の保健と体育の関連に
ついては，低学年の「かかわっていることの具体的な
考えがもてるように」を維持しつつ，中学年で「密接
な関連」，高学年で「領域との関連」を図った指導を
することが新たに示された。具体的には，不安や悩み
などへの対処が小学校学習指導要領解説体育編（平成
29年）における保健領域の「心の健康」の技能内容
に位置付いたことと，体育分野の「体ほぐしの運動」
との関連を図ることが示されている９）。つまり，保
健と体育の関連を図る期待が「体ほぐしの運動」にあ
るといえる。 
しかし，「体育と保健の一層の関連が図られたのは

学習指導要領上でしかなく，授業実践の伴わない絵に
描いた餅であるとするならば，教科の固有性を自ら崩
すことに他ならないであろう」との考えがある10）。
また，「心と体の一体化という言葉のもとで保健と体
育の融合を求めてはみても，現状では保健は保健，体
育は体育という状況を一気に変えることは難しい。本
来，両者は別物であるという認識から論議がスタート
するためである」という考えがあり，「相互に関連を
図ろうとしたとき，具体的な授業レベルではなかなか
イメージがしづらいが現状である。いくつか実践例は
出てきていますが，まだ十分とはいえない」という実
践の少なさの指摘もある11）。つまり，保健と体育の
関連を図る授業づくりは，教科固有性の観点から重要
な課題の一つといえる。 
そこで，本稿では，コロナ禍でもできる「体ほぐし

の運動」を考案し，我が国の緊急事態宣言直後の実践
事例を提示する。また，その授業を受けた子どもたち
の感想文から保健学習との関連を考察することを目的
とする。 
 
２ 実践事例 

本実践は，我が国の緊急事態宣言解除後の2020年

6月から７月の全6時間扱いとして，愛知県A市小学

校6年2組40名を対象とした。この時期は，愛知県

の学校再開時において感染症及び熱中症の対策が強く

求められる最中での実施となった。そのため，実践に

際しては，場所は体育館として，適宜，担任と児童の

健康状態や暑さ指数を確認した。なお，1単位時間の

授業は感染対策と熱中症予防の観点から30分以内で

あった。 

本実践の授業づくりでは，まず，授業実践の目的と

指導内容について検討した。小学校学習指導要領解説

体育編（平成29年）の「体ほぐしの運動」の「知識

及び運動」が「次の運動の楽しさや喜びを味わい，そ

の行い方を理解するともに，体を動かす心地よさを味

わうこと」があり，続いて「体ほぐしの運動では，手

軽な運動を行い，心と体との関係に気付いたり，仲間

と関わり合ったりすること」９）との記述内容を確認

し，この文言をどのように授業として構造化したらよ

いを考えた。ここで，目標とねらいで整理を試みた。

本授業における目標とは「あるものごとの目的を達成

するうえでの具体的なめあて」12）であり，「ねら

い」とは「単元全体の学習活動を方向づける言葉」
13）とする。「体ほぐしの運動の楽しさや喜びを味わ

い，その行い方を理解するともに，体を動かす心地よ

さを味わうこと」を目標と設定し，本授業における

「手軽な運動」という学習活動は「心と体との関係に

気付くこと」と「仲間と関わり合うこと」という2つ

の「ねらい」に方向づけられることになる。 

次に，この整理を踏まえて，本実践に「手軽な運

動」は2つとした。第1は「からだが覚える『ソーシ

ャル・ディスタンス』」（図1・2）である14）。これ

は新しい生活様式の「人との間隔は，できるだけ2m

（最低1m）空ける」15）に対応した学習活動である。

人的距離を保つことを保健領域として技能保障するこ

とにより，体育分野（運動領域）との関連を図り，疾

病等のリスクの軽減のみならず，自分たちの健康を支

え合うといった人的環境づくりに資する力を育むこと

を意図している。これを「体ほぐしの運動」として成

立させるには，「何に気付かせたいか」「どう関わら

せたいか」を検討しておくことが大切となる。例え

ば，「動いているうちにみんな笑顔になる」「みんな

で調子を合わせるとやる気が増す，仲間の存在は大

切」「信頼感があると安心して動くことができる」

「互いの信頼感で活動が成立する」「仲間と笑顔で向

き合えるとさらに信頼し合える」「人と信頼でつなが

ることは大切」といった動きと気持ちの関係を子ども

と共に整理することを授業の中で留意した。 

第2は「楽しく動いて心も体もリフレッシュ!手軽

な運動教材ビンゴ」（図3・4）である16）。これは，

不安や悩みなどへの対処が小学校学習指導要領解説体

育編(平成29年)の保健領域の「心の健康」の技能内

容に位置付いたことと，体育分野の「体ほぐしの運

動」との関連を図ることから，考案した運動教材「楽

しく動いて，心も体もリフレッシュ！手軽な運動教材

ビンゴ」（以下，ビンゴ）である。運動教材の実施前

後に「今の気分は？」を問うことで，手軽な運動が不

安や悩みへの対処の1つとなることにつなげる意図が

ある。また，単元経過とともに，空欄のビンゴ枠の内

容を自分で考えるようにして個別の学びの最適化も企

図したものである。これを「体ほぐしの運動」として

成立させるには，子どもの学びから，どのような 
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図1 ペアで「ソーシャル・ディスタンス」14） 
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図2 トリオで「ソーシャル・ディスタンス」14）  
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図3 手軽な運動教材ビンゴ（その1）16） 
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図4 手軽な運動教材ビンゴ（その2）16） 
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「心と体との関係に気付くこと」があったのかが検討

対象となる。具体的には「何に気付かせたいか」を明

確にすることである。例えば，「動くと楽しくなり，

楽しくなるともっと動きたくなる」といった自己内対

話から自分の心と体への気づきに着目することが大切

である。 

そして，保健との関連から「体ほぐしの運動」の指

導内容に迫るために，さらに２つの活動を準備した。 

1 つは「サーモカメラを活用した体温のみえる化」

である。先の運動教材の提示と実践後に，図５にある

ような画像は運動前後の体温を可視化できるもので，

運動と体温の関係から保健と体育の関連を図るように

した。 

もう1つは，新型コロナ感染症対策と熱中症対策の

具体的な技能の保障として，「帽子マスク・手洗い・

水分補給」の活動である。人に近づく際には赤白帽子

をマスクの代わりにする「帽子マスク」の紹介と，授

業後半に手洗いを位置付けた。また，熱中症対策とし

て，授業内でも適宜の水分補給を実施した。 

これら2つの保健と関連させる活動は，子どもの生

活経験に基づくようにした。保健に示された「技能」

の指導・評価に「文脈性の考慮」の必要性があり，

「児童生徒の実用的な文脈において当該技能を『どの

ように使うか』思考（適応・総合）する時間の設定が

必要」である17）。また，「児童生徒が生活経験に基

づいて展開を工夫すること」も必要である18）。本実

践において，「帽子マスク・手洗い・水分補給」を生

活指導に任せるのではなく，子どもの生活経験に基づ

き，「帽子マスク・手洗い・水分補給」の活動から得

られる身体感覚を対話の中で引き出し，「文脈性の考

慮」を確保した学習活動とした。また，先の運動教材

の前後にチェック項目を設定して，保健と体育の関連

を図るようにした。 

 なお，第1時はオリエンテーションとした。第2時

はペアで「ソーシャル・ディスタンス」（図1），第

3時はトリオで「ソーシャル・ディスタンス」（図

2），第4・5・6時は，運動教材ビンゴ（図3・4）と

で構成した。全時間に，「帽子マスク・手洗い・水分

補給」の活動を行い，第5時に保健と関連させた活動

「サーモカメラを活用した体温のみえる化」を設定し

た。なお，1単位時間の授業は感染対策と熱中症予防

の観点から30分以内とした。 
３ 子どもの感想文の収集と検討方法 

図6は体育授業分析の方法を示したものである
19）。子どもの感想文の収集は，本実践が心と体を一

体としてとらえる体育科の目的に照らして，研究が授

業の内側からみえる子どもたちの学びを検討対象とす

るため，図6の「B，子どもの目を通しての授業の分

析」を採用した。そして，「1．子どもに授業につい

ての感想文を書かせる」ことにおける「イ．その感想

文の分析」となる「質的データの質的なままの分析」

（以下，「本実践の質的分析」とする）を採用した。 

本実践は「体ほぐしの運動」のねらいに際して，心

と体の関連について運動中に即時フィードバック情報

が生成されていくことが期待できると考える。しかし，

一回毎の情報は一過性の気づきと考えられ，学習成果

としての定着という点で不十分な認識と推察される。

そこで，学習成果としての情報は単元終盤の感想文に

収束されていくと考え，学習カードの記述内容を対象

とした。児童の感想文の回収方法は，第6時の終盤，

「自分にとっての今回の学び」と題し，A5 の学習カ

ードを児童に配布し記述させ，回収した。記述させる

際には「思ったり考えたりしたことを書きましょう」

とだけ児童に伝えることとした。記述・回収は授業内

で行った。なお，記述・回収は教育活動再開のため，

教育活動に支障のない範囲で実施した。 

検討の方法は，実践内容の「ソーシャルディスタン

ス」「ビンゴ」「サーモグラフィー」を言及対象にし

た感想を分析対象とした。 

 

 
図5 本実践におけるサーモグラフィ画像 

 

図6 体育授業分析の方法19) 
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４ 子どもの感想文の検討 
表1は児童の感想文の一部を整理したものである。

事例1・2・3では，からだが覚える「ソーシャル・デ
ィスタンス」に関する内容が確認できる。この活動は
人的距離の確保を目的としたが，児童にとっての本教
材は「心はつながっている」や「人と人をつなぐも
の」ととらえられている。これらは，心と体を一体と
してとらえる体育科の目標に通じる記述内容であり，
「体ほぐしの運動」の特性である「心身関連型運動遊
び」20）と解釈できる。さらに，「コロナウイルスが
最初は憎い，嫌だと思っていました。でも，今はソー
シャル・ディスタンスなわとびができてすごく楽しい

授業」という記述内容があり，「コロナウイルス」と
対峙したときの考えが本教材における実践で変化した
といえる。「コロナ禍において学校教育の在り方を考
えた時，教師を中心とした一斉指導やAIによる過度
な個別最適化といった授業ではなく，多様性が原動力
となり新たな価値を創造する場として学校が機能する
ことが重要」であり，「本質的で魅力的な対象の提示
と他者を受容するような非言語によるかかわりを中心
とした展開によって，距離が離れていても，安心感が
保持されながら仲間との探求がじっくりと行われるこ
とが理想的である」という考えがある21)。この点に
関して言えば，本教材は「非言語によるかかわりを中

 

表１ 児童の感想文（一部） 

事例 感想文 

１ 

私は今日最後の体育をやってなわとびとは跳ぶだけではなく，いろいろなことがわかりました。私はすごく嬉しい気持ちになりました。ペ

アでやっていたら「おー！すごいね！」と言ってくれました。それが嬉しかった。この授業をやる前はずっとただ跳んで疲れるだけだと思

っていました。でもなわとびってこんな遊び方みたいな授業があるんだなと改めて思いました。コロナウイルスが最初は憎い，嫌だと思っ

ていました。でも，今はソーシャル・ディスタンスなわとびができてすごく楽しい授業でした。 

２ 

私はこの授業で色々なことが変わりました。それはなわとびの種類です。今までは，二重とびや前とびなど皆がよく知っていて，簡単にで

きるような技が普通のもの（こと）だと思っていたけれど，ペア・トリオで協力して行うのがとても面白かったです。そして先生がとても

ほめてくれたので，達成感がありました。このなわとびのきかんでは元々仲のよかった友達とも，とても仲のよくなった＝練習などのおか

げでもっときずなが深まったので，先生が最後に言っていたように，「何もなくてもつながっている」と言っていたのでコロナが流行って

いても仲良くなれるということが，このなわとびでの時間でとてもわかりました。テーマでもあるように私にとってなわとびは，「人と人

をつなぐもの」だと思います。とぶだけではなく，人同士をつないでくれる役割もあると思いました。また，家に帰って，土日でお母さん

とお父さん達に，今回やったなわとびの技を教えてあげて，公園かどこかでまた家族＆友達と一緒にやりたいと思いました。 

３ 

私にとってなわとびとは，心と心をつないでくれるものです。私は，ペアの子と最初の時に，うまくできなくて困っていました。しかし，

ペアの子といろいろ練習したり，話したりしているうちに，だんだん仲良くなっていって，やることができました。なわとびのおかげで，

もっと仲良くなれて，いっしょに技をするのが楽しくなりました。私たちだけじゃなくて，ほかのトリオやペアのグループも，とても楽し

そうに仲良くやっていました。だから，これをきっかけに，もっと友達を増やしていきたいなと思いました。それに，はなれていても，心

はつながっているということを忘れないで，もっとなわとびを深めていこうと思いました。そして，私が大人になったら，先生が教えてく

れた｢なわとび｣を子どもに教えてあげて，なわとびの新しい発見をしてほしいです。 

4 

楽しく，運動ができて，健康が良くなる遊びだと思っています。ビンゴは楽しかったです。おしりジャンプや面白いのがいっぱいあって楽

しめました。ビンゴでできなかった難しい技もあったけどずっとやってたらできました。水分補給をしつつ，たのしく，またやりたいで

す。運動のときの体温なんて気にしたことがなかったので新しいことが知れたのでよかったなと思います。 

5 

私はヒップウォーキングができるようになりました。昔クレヨンしんちゃんの真似でやろうとしてもできなくて体育で初めてできるように

なりました。それに友達とビンゴでどれからやるのか決めているときも挑戦してみたとき，ものすごく楽しくて終わった時に「もう終わ

り。」と思いました。とてもすごく楽しくて時間を忘れてしまいそうでほんとに疲れて終わったあとはいつもおなかがすいてお姉さんと一

緒にヒップウォーキングで競争をしたりして，仲良くできて，楽しく体育ができました。友達ともいっぱいアイディアを出し合っていろん

な動きが学べてすごく嬉しいです。また友達と一緒に公園でやりたいです。 

6 
僕は，体温はすごい変わるなと思いました。３０秒くらい走っただけでとっても体温が上がっていたのでびっくりしました。運動する前と

後では，サーモグラフィーの色が思ったより変わっていて少しびっくりしました。 

7 

自分にとって，なわとぴは，運動も，やりつつ保健も，入っていると，思います。とても，楽しかったし，よい経験ができたので，ほんと

うに，「よかったな」と，おもいました。次に，保健教育がはいっているとおもう，理由は，水分補給は，どのタイミングで，していい

か，とか，あつかったら，顔を洗えばいいと，おしえてもらい，洗ったら，とんでもなく，きもちが，よかったです。だから，わたしは，

保健が，はいっていると，思いました。 

8 

学んだことは，「健康」のことです。まず保健のことを学びました。喉が渇く前に，早めに水分補給をすることを初めて聞いてとてもいい

ことを聞いたのでこれからはやめに水分補給をしたいなと思いました。いろいろ初耳のことしれたのでこれからどの授業でも，学んだこと

を生かそうと思いました。 
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心とした展開」によって，「距離が離れていても，安
心感が保持されながら仲間との探求がじっくりと行わ
れた」と考える。 
事例4と5では「手軽な運動教材ビンゴ」に関する

内容が確認できる。「とてもすごく楽しくて時間を忘
れてしまいそう」とあるように意欲的に活動に取り組
むことは確認できるが，本教材が児童の不安や悩みへ
の対処の一つとなったかまでは検討することができな
い。今後の課題である。 
事例4と6では，保健との関連する活動である「サ

ーモカメラを活用した体温のみえる化」に関する記述
内容が確認できる。「運動のときの体温なんて気にし
たことがなかったので新しいことが知れたのでよかっ
たなと思います。」「運動する前と後では，サーモグ
ラフィーの色が思ったより変わっていて少しびっくり
しました。」とあり，運動と体温の関係について視覚
的な情報から考える契機となったと考える。 
また，事例7と8は，保健との関連する活動である

「帽子マスク・手洗い・水分補給」の中で，手洗いと
水分補給に関する記述内容が確認できる。「洗った
ら，とんでもなく，きもちが，よかったです」という
感想は，皮膚感覚による涼感を得ているといえる。通
常，手洗いは感染予防の対策法としての保健の技能と
考えることが妥当である。しかし，児童にとっての本
活動は，先の「手軽な運動」を位置付けることで，熱
を有した自分の体に水をつけることで，皮膚感覚によ
る手洗いの気持ちよさを体感している。手洗いとは気
持ちがよいものであるという爽快感にも似た経験とな
ったと考える。つまり，手洗いとは感染予防のためだ
けではなく，運動との関連から皮膚感覚による涼感を
得ることも「体ほぐしの運動」の目的である「体を動
かす心地よさ」にもつながる視点になるといえる。こ
れらの学びは，中学校の内容にある「心身の状態に気
付くこと」や中学3年の「心と体は互いに影響し変化
すること」22）へとつながる気付きとして解釈でき
る。 
 
５ おわりに 
本稿では，コロナ禍でもできる「体ほぐしの運動」

を考案し，我が国の緊急事態宣言直後の実践事例を提
示する。また，その授業を受けた子どもたちの感想文
から保健学習との関連を考察することを目的とした。 

本実践の「手軽な運動」では非言語によるかかわり

を中心とした展開によって，距離が離れていても安心

感が保持されながら仲間との探求が期待できると考え

る。また，保健との関連する「サーモカメラを活用し

た体温のみえる化」の活動では，運動と体温の関係に

ついて視覚的な情報から考える契機となったと考え

る。さらに，手洗いとは感染予防のためだけではな

く，運動との関連から皮膚感覚による涼感を得ること

も健康教材として重要な視点になるといえる。しか

し，本実践における「手軽な運動」が児童の不安や悩

みへの対処に資するかまでは検討することができなか

った。今後の課題としたい。引き続き，「体ほぐしの

運動」における子どもの学びに関心を寄せ，授業改善

を図り，withコロナ時代における保健と体育の関連

を模索していきたい。 
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